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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 4,855 13.2 4,838 13.5 879 62.4 1,065 44.2 736 △6.7

2021年３月期第１四半期 4,291 8.3 4,264 8.4 541 347.6 738 105.0 789 240.5

(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 889百万円(△59.0％) 2021年３月期第１四半期 2,168百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 11.07 11.06

2021年３月期第１四半期 11.87 11.86
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第１四半期 100,933 45,965 45.3 687.74

2021年３月期 99,385 46,401 46.5 694.33

(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 45,740百万円 2021年３月期 46,178百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 13.50 ― 20.00 33.50

2022年３月期 ―
　

（注）

2021年３月期 中間配当 13円50銭（普通配当） 期末配当 20円（普通配当）

2022年３月期 中間配当 未定 期末配当 未定

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
証券会社は、市場環境の変動の影響を大きく受ける状況にあり、業績予想を行うことは困難であります。このた

め、業績数値が確定した時点で速報値の開示に努めております。

（詳細は次ページ「※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧下さい。）

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 67,398,262株 2021年３月期 67,398,262株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 889,475株 2021年３月期 890,488株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 66,507,953株 2021年３月期１Ｑ 66,503,931株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

当社グループの営業収益は、受入手数料収入及びトレーディング損益並びに金融収益を柱としており、その大半
が株式市場及び債券市場を源泉としておりますが、これら証券市場は、内外の政治・経済情勢、金利動向、企業業
績、税制、為替等、様々な要因を反映して変動します。

従って、これら多くの不確定要素に基づく業績予想は、予想と実績の間に大きな乖離が生ずる可能性があり、株
主や投資家の皆様の投資判断にかえって悪影響を与え、公正な株価形成を阻害する恐れがあると判断致します。

以上の理由から、当社グループでは業績予想の開示は行わず、その代わり業績数値が確定した時点で、株主や投
資家の皆様へ速報値を開示してまいりました。今後とも速報値の早期開示に努めてまいります。

　

　


